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令和８年度静岡県総合計画審議会 会議録

１ 結果概要

・静岡県総合計画～しずおかウェルビーイングプラン～の進捗評価について、

事務局より概要を説明した後、各委員から御意見をいただいた。

２ 知事及び会長挨拶

（１）知事挨拶

【鈴木知事】

本日は委員の皆様、御多用の中、静岡県総合計画審議会に御参加いただきま

して、誠にありがとうございます。昨年度の審議会におきましては、３回の御

審議の中で、新たな総合計画であります、しずおかウェルビーイングプランを

策定することができました。皆様の多大なる御協力に厚く御礼を申し上げたい

と思います。

本計画におきましては、目指すべき姿として「幸福度日本一の静岡県」を掲

日 時 令和８年７月21日（火）午後１時30分から午後４時まで

場 所 グランディエールブケトーカイ ４階 シンフォニー

出席者

(敬称略)

審議会委員：21人

朝倉 徹、及川 ゆりこ、大久保 あかね、荻田 雅宏、角山 雅典、

梶 毅、加藤 種男、岸田 裕之、鬼頭 宏、小島 孝仁、小林 修、

小村 隆史、高木 敦子、南雲 岳彦、西村 真里子、野中 徹、

原田 博子、松本 志保子、光安 アパレシダ 光江、村山 功、

毛利 博

事務局：静岡県知事、企画部長、総務部長、財務部長、各部局長等

議 事 静岡県総合計画～しずおかウェルビーイングプラン～の進捗評価

配布資料

・静岡県総合計画審議会委員名簿

・座席表

・静岡県総合計画審議会条例

・【資料１】静岡県総合計画の推進

・【資料２】静岡県総合計画評価書（案）

・【資料３】静岡県総合計画政策の柱ごとの評価（案）

・（参考１）静岡県総合計画概要版

・（参考２）地方創生関係交付金の事業実施状況

・（参考３）令和７年度県民幸福度調査結果報告書（概要）
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げまして、県民の皆様の主観的な幸福実感を高めていくということを目指して

いきたいと思っております。今、世界的に注目されているウェルビーイングと

いう考え方を軸に置きまして、各種施策を策定しておるわけでございます。ウ

ェルビーイングにつきましては、本審議会の委員もお務めいただいております、

日本の第一人者であります南雲様に職員の研修などを行っていただきまして、

今、浸透に努めているところでございます。

それでは、本日は、新たな総合計画の初年度の取組状況につきまして様々な

観点から忌憚のない皆様からの御意見を伺いたいと思っております。本日の会

議が実り多き機会となりますことを期待申し上げまして、御挨拶とさせていた

だきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

（２）会長挨拶

【岸田会長】

会長を務めております、静岡県商工会議所連合会会長の岸田でございます。

本日は、大変お忙しい中、また本当にお暑い中、委員の皆様には多数御出席い

ただきまして、誠にありがとうございます。

本日でございますが、今、知事からもお話ありましたとおり、昨年度策定い

たしました総合計画の評価書（案）につきまして御審議をいただきたいと思っ

ております。また、本審議会は、皆様からの貴重な御意見を反映しつつ、今後

の静岡県の将来像を明確にするための重要な場であると考えております。本日

もぜひ忌憚のない御意見を数多く頂戴できればと思っております。

それでは、まず、直近の経済状況について少しお話をさせていただきたいと

思います。日経平均株価が一時７万円、今６万５,０００円程度でしょうか。こ

のような状況で、株式市場は非常に活況を呈しているというような状況ではご

ざいますが、その一方で、企業物価指数が対前年比で、４月度で４.９％、５月

度で６.３％、６月度には７.１％の上昇を示し、続伸する円安と相まって、今

後の消費者物価の大幅な上昇につながり、ひいては家庭部門の消費減退につな

がることが危惧されております。また、日銀が政策金利を１％に引き上げるこ

とを決めました。今後の物価の状況、そして日銀の金利政策によりますけれど

も、我が県の経済を支えております中小企業にとって、今後の事業運営に影響
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を及ぼしかねないと懸念をしているところでございます。

また、注目の中東情勢でございますが、アメリカとイランの６０日間の停戦

合意が成立した時は、ホルムズ海峡の自由航行が可能になるなど、まずは前向

きに捉えることができると思っておりましたし、実際、原油価格も、ＷＴＩ、

ドバイ原油とも１バレル当たり７０ドルを切るというような状況にまで続落し、

景気も回復基調が見られるようになってまいりました。しかし、早速と言いま

すか、やはりというのか、停戦合意が守られず、戦闘再開により、原油供給不

安から再度原油価格が上昇するなど、先行きが見通せないような状況になって

きております。

一方で、皆様御承知のとおり、先月、政府が戦略１７分野に３７０兆円を超

える投資を行うというニュースが舞い込んでまいりました。特に日本成長戦略

における８つの分野横断的課題への対応の中で、政府は地域未来戦略の政策パ

ッケージとして、地域産業クラスター計画及び地場産業成長プランを明示して

おり、２０４０年に向け、人口減少、人手不足等、課題が山積する地方にとっ

て、この政府の戦略は地域経済の発展のための大きな起爆剤になり得るものと

感じております。

このように時々刻々と変化する経済・社会情勢の中、静岡県には、県民の皆

様や事業者が安心して暮らしていけるよう的確な対応を図るとともに、将来を

見据えながらも、国や市町と、あるいは関係者と一体となって時代に即した取

組を行っていくことが求められております。本日皆様に御審議いただく評価書

（案）につきましても、こうした情勢の変化を踏まえ、委員の皆様の御専門の

立場あるいは経験に基づき、幅広い見地から御意見、御提案をいただければと

思っております。限られた時間ではございますが、本審議会が実り多きものに

なりますよう運営には努めてまいる所存でございますので、皆様方からの協力

も賜りながら進めていきたいと思っております。ぜひ本日、少し長丁場になり

ますが、皆様の御意見を頂戴いたしたいと思いますので、よろしくお願い申し

上げます。
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３ 審議

（１）事務局説明

【山田企画部長】

企画部長の山田でございます。どうぞよろしくお願いいたします。それでは、

私から「静岡県総合計画～しずおかウェルビーイングプラン～の進捗評価」に

ついて御説明をいたします。本日は画面を共有して御説明しますので、お手元

のタブレットを御覧ください。

昨年度、委員の皆様の御尽力を賜りまして、令和７年度から１０年度を計画

期間とする静岡県総合計画を策定いたしました。本日は、計画の初年度となる

令和７年度の取組の進捗評価について御審議をいただきます。

まず、資料１、「静岡県総合計画の推進」を御覧ください。

１の概要ですが、客観指標を活用し、進捗状況と成果を毎年度評価いたしま

す。ＰＤＣＡサイクルを徹底し、効果的に計画を推進してまいります。また、

ウェルビーイングの視点を取り入れた県政運営を推進するため、主観指標を活

用し、県民目線の政策立案につなげてまいります。

２は計画推進のプロセスを示しております。図の右側にありますとおり、評

価は、自己評価に加え、総合計画審議会やパブリックコメントなどによる外部

評価を実施し、翌年度の施策に反映いたします。

また、３にありますとおり、評価方法を見直しました。県民に分かりやすく

評価結果を示すため、進捗状況を図表で可視化するなど、評価書の構成を見直

しました。また、翌年度の事業に評価結果をより一層反映するため、審査時期

を前倒しいたしました。

続きまして、資料２、「しずおかウェルビーイングプランの評価書（案）」を

御説明いたします。

２ページの目次を御覧ください。本評価書は、政策体系と評価方法、総括評

価、別冊として政策の柱ごとの評価の３つで構成をしています。

５ページを御覧ください。「しずおかウェルビーイングプランの政策体系」で

あります。「幸福度日本一の静岡県」の実現に向けた政策を「未来を創る力」「豊

かな暮らし」「県民の安心」の３つにまとめ、各政策を下支えする「行政経営」

を位置づけました。具体的には、８つの政策の柱、１９７の取組を計画に位置
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づけ、ＰＤＣＡサイクルで評価するため、１０１の成果指標を設定しておりま

す。

８ページを御覧ください。「評価方針」であります。成果指標は、表に示す判

断基準に従い、ＡからＤの４段階で評価しました。また、統計が公表前の場合

などは「―（バー）」で表しています。

１０ページを御覧ください。「総括評価」であります。縦列は政策体系、横列

は評価の内訳を示しています。最下段の合計欄を御覧ください。全１０１指標

のうち、内訳は、Ａ評価が３０指標、Ｂ評価が１０指標、Ｃ評価が１２指標、

Ｄ評価が１５指標、指標公表前のものが３４指標となりました。結果が公表さ

れた指標の５９.７％、約６割がＢ評価以上となり、計画全体として一定の進捗

が見られたと評価をしております。政策体系ごとに見ますと、「Ⅰ 未来を創る

力」では、県内スタートアップ数や就業率の上昇など、特に「産業」で大きな

進捗が見られました。また、「観光・交流」では、移住者数が過去最高となる一

方、県内延べ宿泊者数が減少いたしました。「Ⅱ 豊かな暮らし」では、将来に

夢を持つ生徒の増加など、「こども・教育」で順調な進捗が見られました。また、

「暮らし・文化」では、県民がスポーツに親しむ割合が増加する一方、地域活

動参加率は減少しており、持続可能で活力あるまちづくりが一層求められてお

ります。「Ⅲ 県民の安心」では、交通事故の年間死者数が減少する一方、「地

震・津波対策アクションプログラム」の一部で進捗が遅れるなど、県民の安全・

安心な暮らしの確保に向けて一層の対応が求められております。「行政経営」で

は、ＡＩの活用等により職員の働き方改革が進んだ一方、県政情報の発信では、

県の公式ＳＮＳの登録者数が伸び悩むなど、県民の関心を高める県政情報の提

供が求められております。

次の１１ページからは、８つの政策ごとに評価結果をまとめております。主

なポイントを御説明します。

はじめに、「産業」であります。評価のポイントですが、Ｂ以上の成果指標は

７２.７％となり、全体として順調に進捗しています。成果指標のうち、「県内

スタートアップ数」や「事業承継計画策定件数」などが順調に推移しており、

課題と今後の方向性ですが、米国関税措置や建築費高騰の影響などにより「企

業立地件数」が伸び悩んでいます。全国トップレベルの補助制度の活用、知事
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のトップセールス、市町と連携した産業団地の創出などに取り組んでまいりま

す。

１２ページを御覧ください。「環境・エネルギー」であります。評価のポイン

トですが、１０の成果指標のうち、結果が公表されたのは３指標で、うち２指

標がＢ以上となりました。このうち、「環境経営に取り組む事業者数」、「自然と

のふれあいや緑化活動に参加する県民の数」が順調に推移しています。課題と

今後の方向性ですが、特に３つ目の「豊かな自然環境の保全と継承」におきま

して、「環境基準を達成した河川の割合」の進捗が遅れています。冬期の小雨に

伴う河川流量の減少により、２地点が基準未達になったものですが、今後も全

地点の達成に向けて事業者に対する指導や啓発などを進めてまいります。

１３ページを御覧ください。「観光・交流・インフラ」であります。評価のポ

イントですが、Ｂ以上の成果指標は５４.５％となり、全体として一定の進捗が

見られました。このうち、「観光振興の推進」では、「県内旅行消費額」が順調

に推移する一方で、日本人延べ宿泊者数が減少したことにより「県内延べ宿泊

者数」の進捗が遅れています。課題と今後の方向性ですが、日本人延べ宿泊者

数を拡大するため、アニメやロケなどを活用した「推し活ツーリズム」や「ユ

ニバーサルツーリズム」を強化してまいります。

１４ページを御覧ください。「こども・教育」であります。評価のポイントで

すが、Ｂ以上の成果指標は６９.２％となり、全体として概ね順調に進捗してい

ます。このうち、「こどもまんなか社会の実現」では、「子育てが社会から応援

されていると思う県民の割合」が順調に推移している他、「虐待による死亡児童

数」も０人を維持しています。課題と今後の方向性ですが、進捗が遅れている

「大人や社会が自分の意見を聴いてくれていると思うこども・若者の割合」の

目標達成に向けて、関係部局における取組を推進するとともに、こどもの声を

聴く「こえのもりしずおか」の活用事例の横展開などを図ってまいります。

１５ページを御覧ください。「健康福祉」であります。評価のポイントですが、

１６の成果指標のうち、結果が公表されたのは５指標で、うち３指標がＡとな

りました。このうち、「医療提供体制の確保・充実」では、「静岡がんセンター

が実施したがん治療患者数」が順調に推移しています。課題と今後の方向性で

すが、人口規模が小さい医療圏では「地域医療支援病院」が整備されていない
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ため、今後、圏域の広域化などの見直しを検討しますが、当面は隣接医療圏の

地域医療支援病院との連携を継続し、必要な医療を確保してまいります。

１６ページを御覧ください。「暮らし・文化」であります。評価のポイントで

すが、Ｂ以上の成果指標は５０％となり、全体として一定の進捗が見られまし

た。このうち、「誰もが尊重し合える共生社会の実現」では、「人権尊重の意識

が生活の中に定着した県であると感じる県民の割合」などが順調に推移してい

ます。課題と今後の方向性ですが、市町によって「性の多様性理解促進に関す

る施策」の取組状況に差があるため、担当者会議や研修等により、基本的知識

や制度動向、取組事例等を共有し、市町の施策の推進につなげてまいります。

１７ページを御覧ください。「防災・安全」であります。評価のポイントです

が、Ｂ以上の成果指標は５０％となり、全体として一定の進捗が見られました。

このうち、「防災・減災対策の推進」では、「風水害による死者数」など４つの

指標が維持目標を達成しています。課題と今後の方向性ですが、「地震・津波対

策アクションプログラム」のうち、特に備蓄食料の推進など、住民が主体とな

る取組の進捗が遅れているため、市町や関係部局と連携し、きめ細かな対応を

図ってまいります。

１８ページを御覧ください。最後に「行政経営」であります。評価のポイン

トですが、Ｂ以上の成果指標は５０％となり、全体として一定の進捗が見られ

ました。このうち、「徹底した行財政改革の推進」では、「非正規職員を含む職

員の総労働時間」が前年度以下となり、順調に推移しています。課題と今後の

方向性ですが、２つ目のポツ、最適な組織運営のため、全職員が生成ＡＩを活

用するなど、引き続き業務の生産性向上を図ってまいります。

続きまして、資料３、「政策の柱ごとの評価」であります。こちらでは、これ

まで説明した８つの政策の下の階層となる２４の政策の柱ごとに、成果指標の

評価結果、主な取組と今後の方向性をまとめています。

２０ページを御覧ください。「イノベーションの創出と次世代産業の振興」を

例に御説明いたします。

「１成果指標」では、計画策定時の値である「基準値」、評価の対象となる「現

状値」、計画期間中に目指す「目標値」、そして「評価結果」を示しています。

次に、「目標と実績の推移」は、各年度の推移目標に対する実績値の達成度合い
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をグラフで示しました。また、新たな試みとして、自己分析にＡＩを活用しま

した。主に進捗が遅れている指標について、考えられる要因等を分析していま

す。「Ｃ評価以下の指標に対するコメント」につきましては、ＡＩ評価などを踏

まえ、要因分析と今後の対応を記載しています。

続いて、２１ページを御覧ください。「２主な取組と今後の方向性」でありま

す。こちらは総合計画の各施策ごとに令和７年度の主な取組状況と今後の方向

性を記載しています。

２２ページ以降は同じ構成で評価結果をまとめていますので、御参照くださ

い。

続きまして、参考資料を説明いたします。

参考１は、総合計画の概要をまとめたリーフレットです。

参考２の「地方創生関係交付金の事業実施状況」は、総合計画は国が策定を

求めている「地方版総合戦略」としての性格も有するため、国の交付金を活用

した取組の進捗状況を取りまとめたものです。

最後に、参考３、「令和７年度県民幸福度調査結果報告書」について説明しま

す。本年１月、５,０００人の県民を対象として、２回目となる調査を実施しま

した。

２ページを御覧ください。調査結果の概要です。静岡県民の幸福度は、昨年

に比べて男女ともに向上しました。また、分野別実感については、満足度の高

い分野、低い分野の傾向は変わりませんが、全ての分野で満足度が向上してい

ます。

３ページ以降は年代別、地域別、分野別の満足度を整理していますので、御

参照ください。

私からの説明は以上です。御審議のほど、よろしくお願いいたします。

（２）意見交換

【鬼頭委員】

御説明いただきまして、ありがとうございました。私、初めに手を挙げまし

たのは、政策体系と評価の方式についての大枠について伺いたいと思ったから

です。このたびの総合計画は、サブタイトルにウェルビーイングプランとある
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ように、ウェルビーイングの向上をうたっているという点で私は高く評価して

おります。単に経済成長、人口増加ということだけでなくて、それが県民の幸

せにどう結びつくかということを評価しようとしているという点を評価してい

るということでございます。人口は今、減少を始めて大分時間が経ちますけれ

ども、２１世紀のうちに人口減少が止まるということはとても期待できない状

況になっております。その中で、経済成長を目指したり、消費や生産を拡大す

るというようなことは、あってはならないことではないかもしれませんけれど

も、資源の面からも、環境の面からも、無理があるだろうということはよく理

解されているということで、これはもう５０年前の１９７０年代から指摘され

てきたことです。ようやく、人口が減少、あるいは縮小したとしても、その社

会の中で豊かさを実感できるような社会をどう作っていったら良いかというこ

とが目標として定められたということを非常に高く評価しております。まさに

江戸時代の中期にあったように、また平安時代もそうだったように、人口が停

滞した中で豊かな文化が営まれたということと似たような状況が今、目前に迫

っているのだろうということでございます。

そこで、質問の第１ですけれども、本計画では、今御説明いただいたように、

１０１の評価指標が取り上げられております。それから、参考資料で御説明い

ただいたように、県民の満足度の調査においては２４分野が取り上げられてお

ります。伺いたいのは、両者の関係、評価指標と生活満足度の指標との関係が

どうなっているのか。何か関連、因果関係があるのか、あるいは相関関係があ

るのか、その関係性というものについての調査はなさっているのかどうかとい

うことをお伺いしたいと思います。そうでないと、評価の指標がどれだけよく

ても満足度には結びつかないというケースも起きるのではないかと思うからで

す。

ＯＥＣＤが似たような名前で随分前から指標を作っております。それは

「Better Life Index（よりよい暮らしの指標）」というものでございます。こ

れは、大きく１１の分野について客観的な指標を並べて、ＯＥＣＤ加盟国の国

ごとの、あるいは地域も含めた比較を行っているわけですね。これははっきり

とした客観的な数値に基づいているわけですけれども、生活満足度というのは

あくまでも主観的な指標であるわけですが、その裏づけとなるような政策がう
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まくいっているかどうかということについて、その関連性をどのようにお考え

になっているか。これは県よりもむしろ南雲委員がお詳しいかと思いますけれ

ども、その辺りをお伺いさせていただきたい、これが第１点です。

残りの１点は、ごく小さなことです。事前にいただいた資料３の５８ペー

ジの成果指標の中に脳卒中の死亡率というのが出ていました。この中で、男性

の場合、１００％を超えている指標があります。死亡率が１００％を超えると

いうことはあり得ないでしょう。通常、死因別の死亡率というのは人口１０万

人に対して何人という形で表しているので、これはもしかしたら単純なミスか

もしれないと思いますが、そこを御確認いただければと思います。

【岸田会長】

ありがとうございます。何名かの方に御意見を伺ってからにしようかと思っ

たんですけど、御質問でしたので、この御質問に県からお答えしていただきた

いと思います。評価指標と満足度２４分野、この関係性はどうなのかという、

根本的な話だと思いますので、どうぞよろしくお願いします。

【山田企画部長】

それでは、まず御質問のありました主観指標と客観指標の関係性についてと

いうことでありますけれども、今回の総合計画の評価につきましては、先ほど

御説明したとおり、客観指標でのみ評価をしておりまして、主観指標は政策立

案のプロセスにおいて活用するというスタンスでございます。主観指標につい

ては、毎年度、県民の意識調査を行いまして、その結果を政策立案のプロセス

に反映していくということでございます。その関係性については非常に難しい

ところもございまして、まだ研究段階であるというところもありますので、今

後は南雲先生の御指導も伺いながら考えていきたい、検討していきたいと考え

ております。

【鈴木知事】

本指標につきましては、国の地域幸福度指標、ウェルビーイング指標という

ものを活用しておりまして、これを作ったのが南雲先生なので、南雲さんから



11

少し補足していただいたほうが良いかと思います。よろしくお願いします。

【南雲委員】

御質問ありがとうございました。今の静岡県の評価体系だと、主観と客観は

まだ結びついていないという、少し昔のスタイルのままなんですね。構造方程

式というやり方があり、それを用いて因果関係に近い形で構造を数式で出して

いくというのを明日ちょうどデジタル庁で発表するところなんです。なので、

客観が政策介入のポイントになっていくと、それが体験という形で主観に入っ

ていきます。これが生活満足度や幸福度につながっていくというような、つな

がり方の太さ、細さ、確率みたいなもの、これを作っていく、見せていくとい

う形になっていると思います。明日は日本全体のものと、大ざっぱに色々な地

域など人口別のものを２１モデル出しますけれども、静岡県のものを作ってい

くというようにやると、色々な客観指標のうち、どれが本当に主観につながる

ものなのか。物によってはマイナスにつながっているものが世の中にあったり

するんですけれども、それをプラスに変えていく。それが生活満足度で止まる

ものもあれば、幸福度までちゃんとつながっていくものもある。そういうフィ

ルターをかけていくと、そうすると、今度、次のＰＤＣＡのサイクルの時に、

どこにより資源を配分すると生活実感に強く跳ねるのかということが見えてく

るということだと思います。ただ、非常に慎重にやるべきだなと思っておりま

すのは、直ちに、数学的なモデルができたから良いというよりは、やはり評価

体系の安定性や信頼性を損ねない形で順序立てて入れていくということが全員

にとって良いのではないかなと思っておりますので、それは多分、この次のサ

イクルからという形になるのではないですかね。私はそれを決める立場ではな

いんですけれども、色々なやり方を皆さんに共有させていただきたいのは、皆

さんの生活実感から離れないもの、これだったらみんな良いよねというものを

選んでいただく形が良いかなと思っております。

また、ＯＥＣＤの件だけ触れておきます。ＯＥＣＤの「Better Life Index」、

その大本になっているのは「How's Life」という報告書が出ていますけれども、

去年、サブジェクティブウェルビーイングの測り方のガイドライン、改定版が

出たところなんですね。その一部を国でやっている地域幸福度、ウェルビーイ
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ング指標の中の一端に逆に取り入れていくという形、接合部分を増やしていく

ことによって、グローバルで見られる部分、それから日本固有で見られる部分

ということをうまく使い分けていくということが正しいかなと思っておりまし

て、全てを国際基準の上に乗せていくと、日本的なものが逆に見えなくなった

りするので、そういう工夫をしながら進んでいければなと思っております。

【高須健康福祉部長】

脳卒中の関係なんですけれども、死亡率ということで、こちら、標準の数値

がございまして、それより高いか低いかというような格好になっておるんです

けれども、例えば令和４年度の脳卒中の死亡率、年齢調整後については、男性

については平均が９７.８、パーセントではなくて、９７.８という数字で、女

性が５７.２という数字になっております。ですので、それより高い数字が出て

おり、１００を超えておりますけれども、このような数字が出ることもござい

まして、全国の平均より静岡県は高いと。女性についても、６４.１というのは

一見低そうに見えるんですけれども、この際の女性の平均も５７.２という平均

の数字が出ておりますので、やはり全国に比べては高いと、そんな数値になっ

ております。

【毛利委員】

病院協会の毛利です。県では幸福実感、これが非常に重要だということで、

ウェルビーイングを重点的にということです。ただ、よく考えていただきたい

のは、幸福を実感するためには、医療のインフラが全く崩壊してしまえば、全

くそんなことを言っている状況ではないと私は理解しています。病院の経営状

況を見ると、８０％から９０％の病院が赤字で、これはもう現実です。資金繰

りが厳しくなって、資金ショートしかかっている病院も幾つかあります。全国

的に見てもそういうことが起きてきますし、病院間の統廃合も、特に北海道、

東北では軒並み出てきています。医療圏も８医療圏あったのが３医療圏ぐらい

に減っているという、それは人口減少もありますが、今の現実です。それをや

はり踏まえていただきたいなと思って。国としては、病院の機能を明確にして、

急性期拠点機能や高齢者救急・地域拠点機能等に分類しようとしています。た
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だ、これは、急性期しか俎上に上がっていません。実は回復期、慢性期、そう

いう病院もありますが、今後の検討課題になると思います。そこで、国として

は、病院の機能分化を推進しなさいと、連携をしっかりやってお互いに支え合

ってくださいというメッセージを出していますが、特に自治体病院はそれぞれ

の市町が支え、自分のところがナンバーワンだと思っている病院が多いところ

に問題があります。実際には、その話合いが残念ながらあまりできていないと

いうのが今の現状です。こういうところは是非とも県でしっかりとやっていた

だきたい。今回、これが最初で最後のチャンスだと私は思っておりますので、

この辺り、県でもしっかり覚悟して、どのような形のものが静岡県の医療提供

体制として適正かということをぜひとも考えていただきたい。要するに、これ

から僻地の問題、色々な問題が出てきます。今、遠隔診療という言葉は出てい

ますけれども、遠隔診療というのは、画面を見て色々な診断をするのですが、

中々難しいんですね。この辺りを、どのようにクリアしていくのか、これは行

政の手腕の見せどころかもしれません。病院としては、あまねく県民の皆さん

にこういう医療を提供できるような努力はしますが、過疎地域で適切に病院が

置けるかは採算性の問題からも難しいと思います。例えば伊豆だと、出生数が

少なく、そこで産科を開業するというのは非常に難しいような状況になってき

ています。病院としてもやはり、どのような形で連携していくか、これから議

論をどんどん進めていきたいですが、これは中々一筋縄ではいかない。これま

でもやってきていてうまくいっていないことを推進するのは困難ですが、何と

か県とも連携してやっていきたいと思います。

次に質問ですが、健康福祉の１６指標のうちの３つについて少し説明を聞

きまして理解しましたが、それ以外はあまりできていないような感じがありま

した。１１指標は評価できていない、これは何でこんなに多いのかというとこ

ろは説明をしていただければありがたいと思います。今後やはり、医療圏の見

直しが静岡県で進んでくると思いますので、しっかりと総合計画の中に盛り込

んでいって、どういう形で医療が継続的に維持できるかということを見据えな

がらやっていっていただきたい。病院としても、生成ＡＩは今どんどん導入を

進めているところですので、働き方改革が医療でもかなり進んでいるとは思い

ますけれども、このように、今、医療は非常にターニングポイントに入ってい
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ることだけは、特に総合計画の中でも織り込んでいっていただきたいと思いま

す。

【荻田委員】

静岡新聞の荻田でございます。御説明ありがとうございました。

個別の施策、進捗については、専門性をお持ちの他の委員の方から御指摘が

あると思うので、私も大枠からと思いました。２点あるのですが、１点は、冒

頭鬼頭先生がおっしゃっていました。全く一緒で、やはり県民幸福度という主

観的な指標を導入したというのは、この行政評価の質を一段引き上げる、大変

画期的でチャレンジングな取組だと思っていますので、ぜひ客観と主観の指標

の関係性をこの評価プロセスにどうやって組み込んでいくかということは次の

一手として御検討いただきたい。御検討いただけるということで大変期待した

いと思います。

もう一点は、今毛利先生がおっしゃったことと少し関連するのですが、気

になったのは、やはり成果指標における評価不能の数です。御説明にありまし

たように、全部で１０１あるうち、大体３分の１、３４が現時点ではデータが

集計・公表前であるとか、あるいは、そもそも毎年集計されていないというよ

うな理由で評価不能となっていました。毎年度毎年度ＰＤＣＡサイクルを回す

という仕組みの性質上、やはりこれは少し課題かなと受け止めています。もち

ろん、今申し上げた幸福度日本一という意欲的なアウトカムを目指すに当たっ

て、国の統計等、信頼性の高いデータを使用するという、そういう事情という

か、経緯があるということは理解しているんですけれども、このままですと、

来年度以降も、少なくとも３分の１に関しては１年遅れの評価ということにな

らざるを得ず、統計公表のタイムラグを埋める手だてを検討いただくことは不

可欠だと思っています。場合によっては、今の指標を代替する、あるいは何か

補完する指標を作るということも考えられるのかなと思っていますので、その

辺、御検討いただければと思います。

【高木委員】

４月にコミュニティづくり推進協議会の会長になりました高木と申します。
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どうぞよろしくお願いいたします。

この会議も初めてで、幸福度日本一、ウェルビーイング、それが静岡県の中

でどう展開するのか、事前に御説明もいただき、自分で読み込み、今日の説明

資料もしっかり聞きました。ウェルビーイング、幸福度、個人の幸福・満足度、

それを支えるのはやはりコミュニティなんだろうなということは確信しており

ます。と言いますのは、個人を不幸にさせないことがコミュニティの活動です。

例えば防犯や防災、こどもの安全、実際そういう事を経験してしまったらとて

も不幸になりますが、それを未然に防ぐためにコミュニティ活動があるわけで

す。既存の自治会なども批判をされることもありますが、町内活動を頑張って

いるからこそ、ごみ出し、景観維持、暮らしの快適性そのようなものにつなが

っている。結局、幸福は、そのようなものが評価されてなるものなので、やは

りコミュニティは重要だなというのはこの資料を読みながら感じた次第でござ

います。ですが、残念なことに、今回のコミュニティの評価は、資料３の７０

ページに「地域コミュニティの活性化」の取組として、アドバイザーの派遣、

市町との連携会議があって、「県民の地域活動参加率」が、令和６年度は８３.

４％、令和７年度は８０.６％ということで、Ｄ評価になっております。これに

ついて、コミュニティが暮らしにどう役立っているのかが分かってからのＤ評

価なのか、若しくは、分からないからこそ、だんだんコミュニティ活動が薄く

なっているのか。また、Ｄ評価にさせないために今の段階でどのようにしてい

ったら良いのかの総括として、基本的にコミュニティの重要性は皆様は分かっ

ていらっしゃると思うのですが、もう一度県民の皆様に伝えていかなくてはい

けないと思っています。日本全体のコミュニティづくり推進協議会を見てみる

と、コミュニティというのは地域でやることであって、要は市町でやることで、

県でやることでないと、推進協議会も随分なくなっているところが多くござい

ます。でも、市町でやるコミュニティと県でやるコミュニティというのは違っ

ていて、市町はどうしても現場の現状、それから課題を踏まえてのコミュニテ

ィ活動であり、県が目指すコミュニティ活動は、幸福度日本一やウェルビーイ

ングなど、新しい社会を作るためにどういう夢を描いて、どうするのか、それ

にはどういう活動が必要なのかという政策的なコミュニティを促すということ

になっていると思うのです。ですから、そういう意味で、アドバイザー派遣と
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いうのは非常に良い政策だなと思うのですけれども、もう一歩どのようにした

ら踏み込めるのかということは協議会としても県と一緒に考えていきたいと思

います。

とにもかくにも必要なのが人材育成です。ここからはコミュニティづくり推

進協議会のＰＲにもなりますが、もう半世紀近くコミュニティカレッジをやっ

ておりまして、約２,４００名の卒業生が静岡県内にいて、その方たちが多様な

活動をしております。ちゃんとその人たちが、正しく、気持ちよく、皆さんボ

ランティアですので、活動ができるというものをどのように行政が支えていく

のか、又は地域が支えていくのか。それから、先ほど言いました、市町のコミ

ュニティと静岡県が目指すコミュニティの活動の施策が違う中で、コミュニテ

ィづくり推進協議会がどういう役割を担って県と地域のパイプ役になっていく

のかということの位置づけなども、幸福度日本一、ウェルビーイングというタ

イトルが出た中では、再度話合い、しっかり政策を進めていければと思ってお

ります。

Ｄ評価の立場で言うのは少し心苦しいなと思いながらも、でも、このＤ評

価に関しては、先ほど言ったように、もう一度練ってやっていただければなと

いう思いはございました。

【角山委員】

連合静岡の角山と申します。よろしくお願いいたします。私から、働く者、

労働者の代表として一言意見を述べさせていただきたいと思います。

まず、「Ⅰ 未来を創る力」の中の「産業」といったくくりの中でございます

が、「県内スタートアップ数」及び「次世代産業関連プロジェクトにおける事業

化件数」、ここについての評価は順調に推移しているということでございますが、

そうなると、「企業立地件数」、これは製造業等の工場等を含みますけれども、

今の関税の影響や、また物価高騰等の外部環境によって、色々伸び悩んでいる

と思われます。そのような中で、企業誘致に伴う土地開発や合意形成について

は、権限が市町に移譲されている現状は理解はしているものの、長期目標とし

て掲げております、１０年で５００ヘクタール、この実現に向けては、やはり

市町も含めた県全体での円滑な産業振興を図るために、県が広域的な視点から、
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技術的・人的なサポート体制をはじめ、経費等への補助を行うなど、市町と連

携した取組を強化する必要があると思っております。また、静岡県の人口が４

５年ぶりに３５０万人を切ったということでございまして、企業倒産件数も高

止まりといった状況の中で、当然、労働人口も減少しているといったことは否

めないと思っています。冒頭、県内のスタートアップ数は順調に推移している

という話をしましたけれども、このスタートアップ数と労働・雇用者数の変化、

又は移住・定住を含めて、どの程度人口増加に、労働人口も含めてであります

が、つながっているのかといったところもしっかりと確認をしていく必要があ

るのではないかと思っております。

また、人口減少といった点では、毎年６,０００人強の学生が、特に女性が多

いのですけれども、県外、首都圏に、大学又は企業等に就職をされているとい

うことでございます。県が８月に県内企業インターンシップ情報を集約した特

設サイト「しずおか若者インターンナビ」を立ち上げて、Ｕターン就職につな

げていくための一つのツールとしておりますけれども、一方で、就職後のミス

マッチによって、早期退職も課題となっているというのも実情でございます。

東部のある企業では、知識・技能の習得を目的に、静岡県立工科短期大学校の

事業主推薦制度というのを設けておりまして、入学にかかる費用は全額会社負

担ということで、２年間は学業を優先していただくんですが、学校が休みにな

る祝日や、長期の休暇時は会社に出勤して実務を学ぶということで、給料も毎

月支払うといった取組を行いながら、人材の育成又は確保、定着といったこと

を行っていると伺っております。当然、こうした取組は企業にとっては費用も

かかることから、できる企業とやりたくてもできない企業があるということで

ございます。こうした取組は、経営革新目標の達成に向けた施策の一つとなり

得ることから、県内の中小企業団体や、また商工会議所、商工会などとも連携

を図りながら、県からの補助金の拡充や各種支援制度の周知などの強化を図る

ことで、生産性の向上はもとより、労働人口の増加にもつながるのではないか

と考えております。

他方、冒頭、岸田会長から御挨拶があった中で、２０４０年には生産年齢人

口が日本全体で６,０００万人を切るといった人口減少社会が目に見えて分か

っております。そのような中で、将来の静岡県を支える人材、労働者を含めて



18

になりますけど、そのような人材を確保するための施策を、本総合計画の進捗

を確認しながら、次期総合計画策定に向けて検討を同時に進めていく必要もあ

るのではないかなと考えておりますので、そんなところを最後に申し上げさせ

ていただいて、私からの発言とさせていただきます。

【野中委員】

静岡県保育士会の野中です。私からは、こども・教育について少しお話をさ

せてもらえればと思います。

資料３の４８ページ、「Ⅱ－１こども・教育 １こどもまんなか社会の実現」

の中に２指標、Ｃ評価があります。そのＣ評価についての詳細が資料３の５０

ページに載っているのですが、「①大人や社会が自分の意見を聴いてくれている

と思うこども・若者の割合」がＣ評価と。この中を読んでいくと、２行目の後

ろの方ですね。「大人は意見を聞いても対応してくれない」、かなりショッキン

グな意見が出ております。これは、一昔前の「保育園落ちた」などに近いよう

な、ショックな言葉だと私は思っております。現在、国でも、幼稚園教育要領、

認定こども園教育・保育要領、保育所保育指針が１０年に一度の改訂を進めら

れております。これは、施設で預かっている子に対して色々方針等を決めるも

のなんですけれども、今回の改訂においては、やはり、家庭や地域の状況にか

かわらず、全ての乳幼児のウェルビーイングの向上に向けてという内容が含ま

れてきております。少し前に未就園児対象として子育て支援センターなど、そ

のようなものがスタートしておりましたけれども、それこそ今年は全国的にも、

「こども誰でも通園制度」といって、本当に全く未就園の子でも保育園などに

短い時間預けられる、そんな制度も今進んでいる状態となっております。その

辺りは、機能している市町もあれば、中々うまくいっていないところなど、様々

あるような形となっています。この辺りが進んでいけば、また本当に全ての乳

幼児のウェルビーイングについて少し進んでいくのではないかなと思っており

ます。

それともう一つ、「⑥放課後児童クラブの待機児童数」もＣ評価となってお

ります。これは一昔前の保育園の待機児童が多くて、という話がまたぶり返し

ているようなものとなっております。それこそ、少子化といえども、やはり就
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労されている保護者が多い。それから、学童クラブにおいては、一昔前までは

小学校３年生までで、基本的に小学校４年生になったら出るというのが普通で

したけれども、今は小学校６年生まで受入れという形を取っていますので、ど

うしても待機児童が増えていくのではないかと思います。ただ、これは保育園

との違いがあり、保育園というのは１１時間開けておりまして、更に延長保育

ということで、職員さんもフルタイムで働ける状況になっています。ただ、学

童保育というのは基本的には小学校が終わってからの放課後であったり、夏休

み、冬休み、春休みといったり、その時期だけが人手が必要になる。そのよう

なところが働く方にとって中々難しいと思います。ですので、５０ページに記

載がある「放課後児童支援員を養成する研修の実施」について、どのような方

を対象として考えているのか。その辺りが進んでいかないと、やはりフルタイ

ムで職員を抱えられる職場ではありませんので、この辺りも少し見据えた上で

解決をしていっていただければと思います。

【加藤委員】

アーツカウンシルしずおかの加藤です。よろしくお願いします。

非常に明快なウェルビーイングというビジョンを打ち出していただいて、あ

りがたいなと思っております。ウェルビーイング実践のための評価指標、つま

り、目標を実現する手法に当たるわけですけれども、その中身を我々が特に関

係する領域で見てまいりますと、より効果的な指標にブラッシュアップしてい

く必要があるのではないかと拝見しております。

１つ事例を、一見あまり関係なさそうな事例を御紹介したいと思うのですけ

れども、浜松の引佐地区に「ひよんどり」という祭事がございまして、正月の

行事で、川名のひよんどり、あるいは寺野のひよんどりなどというのが今でも

続けて行われております。川名では、厳寒の中、お正月の寒い、今の季節だと

あまりぴんときませんが、大変寒い中、少年たちが川で水垢離（みずごり）を

とって、見ているだけでも震えが来るような感じなのですが、その後、お堂の

中で何時間もの間、神楽が順々に演じられて、最後にぶっかけ汁をみんなで頂

戴するというようなことが行われているわけです。こんなに効率、生産性を重

んじる時代に、なぜこんなに手間暇をかけた行事が行われているのか。しかも、
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地元の人たちが明らかにこの行事を非常に大事なものと考えられ、しかも楽し

みにしておられ、丁寧に伝承がしてこられている。これはひとえに、地域で１

人で生きていくことはできないので、地域の中での人と人とのつながり、つま

り、言い換えれば、地域コミュニティが非常に重要で、そうしたコミュニティ

を維持するためにこの非効率的な祭事が今でも伝承されている、このように言

えるかと思います。

もちろんこうした伝統的な祭事のある地域もありますが、そうしたものがな

い地域もありまして、そのようなところでは現在、我々がささやかながら応援

しているアートプロジェクトが次々と誕生しております。例えば掛川で「ポー

トカケガワ」という創造・交流拠点ができています。これは空きビルを再活用

しているものですが、掛川市の肝煎りで始まった「かけがわ茶エンナーレ」と

いうアートプロジェクトに触発されて成り立ってきたものです。

そういう意味で、伝統的なものも、こうして新たに発生しているものも、全

てコミュニティの言わば維持、再生、創造という共通の目標があるのではない

かと思います。つまり、クリエーティブコミュニティこそがウェルビーイング

実現のための重要な指標になるのではないかと思います。私どもの試算では、

こうしたアートプロジェクトをやっていくと、シードマネーを仮に１といたし

ますと、大体、プロジェクトが５年ぐらい続いてくると、シードマネーの大体

１０倍ぐらいのクラスのお金が動くようになる。経済波及効果に至っては更に

その１０倍。つまり、１のシードマネーに対して１００倍ぐらいの経済波及効

果が期待できると考えております。アートと言いますか、文化と言いますか、

こういうものへの投資というのは、実はその１代、１回きりで限る投資ではな

くて、一般的な消費財と全く違って、その後、場合によっては１００年も、あ

るいは１,０００年も続くようなものであるわけです。

伊豆の国市に願成就院というお寺がございますが、ここに運慶のつくった仏

像が５体あります。これは今から８００年前に作られて、８００年前に投資さ

れたものが、今日でも何人もの方がここを拝観して、その恩恵にあずかってい

るわけです。言わば８００年前の投資の果実が回収されているという事例だと

思います。アートプロジェクトというのは１人ではできない。様々な人、様々

なセクターとの間でネットワークを組んで、色々な人々の知恵と汗と努力と、
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そうしたものをネットワークしていかなければ成立しないから、経済的な波及

効果も生まれてくると。残念ながら、ひよんどりも願成就院の運慶仏も、今日

注目されているクリエーティブツーリズムのようなものにはまだ十分活用され

ていない。さすがにひよんどりは年に１回ですから難しいかもしれませんが、

願成就院は毎日行けばそこに運慶仏があるわけで、そうしたものを少し工夫す

ると、ひよんどりまで含めてクリエーティブツーリズムのようなものにも活用

していくことができるのではないかと考えています。その意味で、非常に崇高

なビジョンを打ち出していただいているからこそ、更に効果的な指標へとブラ

ッシュアップしていただくとありがたいなと思います。

文化に関する指標については、資料３の７４ページに、「１年間に文化・芸術

に関わる活動を行った人の割合」があり、まさにこういう指標は必要なのです

が、ここはもっと明快に、例えば、アートプロジェクトの数のようなものにブ

ラッシュアップしていただけると、まさに今の目標に対して効果的な指標とな

っていくのではないかと思います。よろしく御検討のほどお願いいたします。

【梶委員】

農協中央会の梶と申します。よろしくお願いいたします。

日頃、本県農業の振興に皆様の日々の御理解をいただき、大変ありがとうご

ざいます。県が進める総合計画の取組、目指す姿の実現のために、豊かで安全

な食を安定的に供給する農業の存在が不可欠だと考えております。しかしなが

ら、今、農業の土台は厳しい状況を抱えております。足元の一例として、農業

の本県の基幹的農業従事者、これは農業所得を第一に、主として生活している

農業者の関係なんですけれども、令和２年から令和７年にかけて２７％近く減

少しております。農業者の数の減少が著しいという状況で、今、平均年齢は６

８.７歳、このような状況でございます。現在の状況では、このままいきますと、

１０年先、２０年先、今の農業が維持できるのか大変危惧しているところでご

ざいます。新規就農農業者の関係につきましては、県においても多くの施策を

講じていただいております。しかしながら、近年、就農に関わる初期投資額が

非常に増大しております。新たに大きな壁となって、新規農業者就農を阻んで

いる状況となっています。また、産地では、こういう人たちを、ある意味では
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研修制度として教育して新たに就農していただくということがあるわけですけ

れども、今の状況では責任を持って就農を押し上げていくというところには

中々いかないというようになっています。私どもの試算では、令和７年度まで

の過去１０年間で約４割ほど農業の経営コストが上昇しています。最近では中

東情勢の影響で、相当な負担増が今後とも見込まれるということで、本県が誇

る多彩な農業を次世代につなぎ、国民の食を支え続けるための気候変動に対応

した栽培技術、あるいはコスト低減に向けた資材の導入等、農業者が安心して

農業を継続できる環境整備、ここに向けて、県、市町、またＪＡグループが連

携して対応していくことが必要かと思います。

最後に、持続可能な農業に向けては、適正な価格形成に向けた国民の理解促

進、そして持続可能な食と農業、地域全体で支える意識と行動の醸成も重要で

す。県として積極的な施策の展開を提案申し上げたいと思います。

【山田企画部長】

色々御意見いただきまして、ありがとうございました。全てに触れられるか

どうか分かりませんが、少しコメントさせていただきたいと思います。

まず、御質問関係ということで、指標が公表されていないということについ

て、毛利委員、そして荻田委員から御指摘、御発言がありました。評価不能の

数が多いのではないか、補完、代替するようなものを考えることも必要ではな

いかというような御指摘だったと思います。まず、指標が公表されていないも

のが多いというのは、先ほども御説明しましたが、現時点におきまして、統計

指標がまだ出ていないというものもありまして、少し時期が経ってきますと、

もう少し指標が出て、明らかになるものが増えていくと考えております。隔年

で評価しているものもありますので、そちらについては、来年度になれば、１

年遅れの指標にはなると思いますが、評価することはできると思います。ただ、

このような御意見もいただきましたので、今後、評価の時期や、指標の適正性

等についてまた検討していきたいと思います。

毛利委員からは、ウェルビーイングについてはまず医療のインフラが非常に

重要ではないかというようなお話をいただきました。全くそのとおりだと思っ

ております。今後もしっかり県の最適な医療体制について考えていきたいと思
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います。

高木委員からは、こちらもウェルビーイングについて、コミュニティ活動の

重要性について御指摘をいただきました。県と市町、コミュニティ推進協議会、

しっかり連携して今後も進めていきたいと思いますので、よろしくお願いした

いと思います。

角山委員からは、企業立地件数、労働人口の減少、人口減少、若者・女性の

流出等について、御意見いただきました。企業立地件数については、御指摘の

とおり、市町との連携が重要だと思いますので、しっかり市町と連携して今後

進めていけたらと思いますし、労働人口の減少につきましては、２０４０年に

向けて大きく減少していくことは明らかになっておりますので、人材確保に向

けて、昨年度、県で「２０４０基本指針」というものを打ち出しまして、長期

的な施策の方向性も打ち出しております。その中で、人材確保の重要性、そし

て、人材確保などに取り組むことも位置づけておりますので、しっかりそのよ

うな方向性に向けて対応していきたいと思います。

野中委員からは、こどものウェルビーイングや待機児童数の問題について御

指摘をいただきました。御指摘を踏まえ、今後、施策の改善に努めてまいりた

いと思います。

加藤委員からは、指標をブラッシュアップしていく必要があるのではないか

というような御指摘をいただきました。ウェルビーイングについて、お祭り等

の祭事が非常に重要だということは、幸福度調査の設問の一つにもなっており

ますので、そのような認識を持っております。指標の最適化につきましては、

今後また関係部局と相談していきたいと思います。

それから、最後、梶委員から、農業の厳しい状況について御指摘をいただき

ました。御指摘を踏まえて、しっかり対応していきたいと考えております。

～休憩（10分間）～

【松本委員】

県の看護協会の松本でございます。よろしくお願いいたします。本日は丁寧

な御説明をありがとうございました。私からは２点、３点ほど、意見と期待が
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ございます。

期待は、資料３の２１ページにあります「スタートアップ支援の推進」につ

いて、新聞紙上、それからマスコミを通じて、静岡県のスタートアップ事業の

ことは非常に幅広く広報がなされていると思いまして、私自身もＴＥＣＨ Ｂ

ＥＡＴ Ｓｈｉｚｕｏｋａに昨年行かせていただき、非常に感銘を受けました。

どうしても医療は、失敗をしないということが非常に言われてくるのですけれ

ども、ＴＥＣＨ ＢＥＡＴでは、失敗をしても前に向かうというところが大事

なんだということを聞き、医療にそのようなものも持ってこれないかなと思っ

た次第ですので、またその点も御支援いただければと思っております。

そして、静岡県が１５０周年記念事業の中でアンバサダーにＳｉｘＴＯＮＥ

Ｓの松村北斗さんが就任されたということも、若者の中では非常に注目をして

いることでございまして、松村北斗さんと私は同郷でございまして、すごく身

近に感じる方がアンバサダーになってくれたので、記念事業をどんなふうに考

えていらっしゃるのかなと思ったことと、静岡県看護協会も実は８０周年記念

なので、同じ記念事業で何か参考にできることがあれば参考にさせていただき

たいと思いました。

そして、もう一点は医療のインフラの件でございますけれども、先ほど毛利

先生からもお話がございました。最適な医療体制を作るために県も考えてくだ

さるということですけれども、日頃は、健康福祉部の部長をはじめ、皆さんに

大変お世話になりながら、何とか人材確保に努めてはおりますけれども、人口

が減ってきているということで、静岡新聞などの一面などでも、静岡県は人口

減少が第２位だとか、そのようなことがばんと出るんですけど、なぜ健康寿命

が日本一だということをもっと強く出せないのかなというのを非常に思います

ので、そのような良いことをもっとマスコミが出してくれたら、静岡県が良い

意味で有名になっていくのかなと思っています。

そして、これから地域医療構想が始まり、今、二次医療圏が８つありますけ

れども、それが８つではないかもしれない。医療圏の見直しはやはり総合計画

の中にしっかりと入れていって欲しいと思っています。秋田県などでは、二次

医療圏が８つあったのですが、それが今は３つに減っています。減ったと同時

に、看護職の人たちが都会に流れてしまった。病院が減るよ、病院が潰れるよ
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というような情報が入ると、すぐに都会や近隣の病院から、うちの病院に来て

くださいというお誘いが来るらしいのです。静岡県では絶対にそういうことが

ないように、県内で養成した人たちは県内にとどまる、そして、魅力づくりの

ところを加速していただき、都会からも、隣県からも、又は他の県からも静岡

県に集まってくるというようなことをぜひ施策の中に入れていただきたいと思

います。これは看護職だけではなく、全ての産業、全ての医療従事者に関わる

ことだと思っておりますので、ぜひよろしくお願いします。

【光安委員】

こんにちは。光安アパレシダ光江と申します。よろしくお願いします。

多文化共生について少しお話しさせていただきます。ウェルビーイングプラ

ンを御説明していただきありがとうございます。また、日本語教育や、やさし

い日本語、外国人住民への支援を行っていただきありがとうございます。資料

３の６６ページの成果指標、「やさしい日本語が使えると答えた日本人の割合」

はまだ評価できていないので、先ほど山田部長が言っていたように、多分統計

がまだ出ていないんだと思いますけど、それが一つの質問ですね。

資料３の６７ページの「主な取組と今後の方向性」では、成果指標②に設定

されているやさしい日本語以外にも、多文化共生県の実現や、外国人県民の未

来を拓く日本語教育など、静岡県では色々行っていることは評価しますが、こ

れらの成果指標を期待していますね。多分、多文化共生を測るのは結構難しい

かなと思い、それを確認したかったんですね。だけど、これからも日本語教育

の充実や外国人児童・生徒への支援、キャリア支援、やさしい日本語、地域住

民との交流はとても大事なことだ思います。一方で、日本の経済や社会は本当

に色々変わってきましたので、多文化共生も次のステップへの課題が現れてき

た。それを考える時期ではないかなと思います。前回も話したんですけど、例

えば高齢化する外国人、特に日系人コミュニティの支援や関与、その他にも例

えば、ベトナム、インドネシア、ネパール、スリランカ、ミャンマーから来た

新しい文化や新しい価値観を持つニューカマー。静岡県は本当に多国籍の外国

人コミュニティになったので、また新しい課題が出てくるのではないかな。ま

た、第２世代の若者の教育やキャリア支援など、外国人住民とのまちづくりも
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とても重要なことになってきます。

最後に、ウェルビーイングと幸福度の調査についてもお聞きしたいんですけ

ど、この調査は県民の意識や意見、ウェルビーイングを把握するためにとても

重要な調査だと思います。でも、多文化共生の視点から見たら、やはり外国人

の声を把握することも大事ではないかなと思いました。外国人住民は一方では

色々な支援を受ける立場になっているのですが、他方では、日本の経済にも貢

献しているので、外国人の意見や生活実感など、今後の政策の評価や改善に取

り上げたら良いのではないかなと思いました。

最後に、静岡県は多文化共生に早く取り組んできたので、先進的な県だと思

います。新しい課題に柔軟に対応して、多文化共生が進んでくることをとても

期待しています。また、静岡県国際交流協会では多文化共生の取組を行い、静

岡県からも色々支援やサポートをいただいていますので、今後ともサポートい

ただければありがたいです。よろしくお願いいたします。

【西村委員】

西村でございます。ちょうど松本委員にも言及いただきましたＴＥＣＨ Ｂ

ＥＡＴ Shizuokaのお話から、今回の評価について話したいと思うのですけれど

も、２日後の木曜日から、ＴＥＣＨ ＢＥＡＴ Ｓｈｉｚｕｏｋａを行います。

私はプロデューサーとして関わっておりますが、昨年は１万人ご来場頂いたの

ですけれども、今年は既にお申込みだけで１万人を超えております。ＴＥＣＨ

ＢＥＡＴ Shizuokaというのはスタートアップと県内の企業、自治体がつながる

ということをテーマにしているのですけれども、スタートアップはもちろん、

今年は高知銀行や沖縄県からも、静岡がすごいことになっているぞということ

で訪問されるということで、ＴＥＣＨ ＢＥＡＴ Shizuoka及び静岡は非常に新

しい取組をするということで、注目されているということをお伝えしたく考え

ております。

資料３の２１ページの中でも、ＴＥＣＨ ＢＥＡＴ Shizuokaでのスタートア

ップと県内企業の商談件数が６５９件というところを掲載いただきました。こ

れは商談件数だけでしたけれども、今年度は商談成約目標件数を５０件に掲げ

ており、スタートアップと静岡企業が出会うだけではなく、そこから新しいも
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のを生み出すことを目標に、ＫＰＩを高めて実施しているということをまず皆

様に、評価プラス未来を伝える意味で、ご紹介させていただきます。

そのように動いている中で、フィジカルＡＩ時代にスタートアップと組む意

味を中心に、未来に対しての期待をお話しさせていただきたいと思っておりま

す。

１つ目は、健康福祉と国内外の交流を軸にした産業インバウンドの獲得と英

語発信の強化のお願いでございます。どういうことかと言いますと、私がつな

がりのありますシリコンバレーのＡＩスタートアップで「ＧＥｎ１Ｅ（ジーニ

ー）」というところがございます。とても有望なスタートアップでございまして、

アメリカのＦＤＡの認証を取って、今、アメリカだけではなく、日本でも実際

にテストを行っていく状況なのですけれども、もちろん都内の大手の製薬会社

さんともお話ししているそうなのですが、「ファルマバレーというものが静岡に

あります」という話をしたら、「えっ、知らなかった」と言われて、非常に興味

を持ってくださったんですけれども、英語のサイトが少し分かりづらい、検索

しづらいというところがございました。せっかくファルマバレーやＡＯＩとい

うものが静岡にあって、しかもテストフィールドも設けられる時に、これが情

報として埋もれてしまっているというところは非常にもったいないなと思って

おります。今回の評価の中でも、企業誘致について実際にトップセールスで連

れてくるなど幾つかありましたけれども、トップセールスで、国内だけではな

く、海外のＡＩスタートアップや海外の企業のインバウンドにも力を入れてい

ただくことによって、静岡の良い現場や、既にあるものづくりの力、新しい研

究フィールドに興味を持っていただけると思うので、ぜひ今持っているアセッ

トをしっかりと英語でも発信していただきたいというくことは今後期待したい

と思うところでございます。

また、ＴＥＣＨ ＢＥＡＴ Shizuokaは今年、フィジカルＡＩをテーマに行

います。その文脈でトッププレイヤーである「ＮＶＩＤＩＡ（エヌビディア）」

や「ウーブン・バイ・トヨタ」の方も非常にありがたいことに、ＴＥＣＨ Ｂ

ＥＡＴ Shizuokaに出てくださいと言ったら、すごく喜んで、「静岡はすごくも

のづくりが強いので、出ます」と言ってくださっております。そういう話を聞

いておりますと、静岡の中で今ＭａＯＩやＡＯＩなど幾つかございますけれど
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も、せっかく今、高市政権としてもフィジカルＡＩというところに注目してい

る中で、新しい、ＭａＯＩ、ＡＯＩに続く形で、フィジカルＡＩオープンイノ

ベーションみたいなものを、流行りかもしれませんけれども、ある程度の期間

設けて発信していくことによって、先ほどのＮＶＩＤＩＡなども興味持って静

岡に来てくれると言いましたけれども、より優秀なスタートアップや企業、そ

して研究者を呼び込めるのではないかと思っておりまして、そういうブランデ

ィングをしていくのも良いのではないかと思っております。今回の評価の中で

も、ロボット技術アドバイザーが企業に訪問していたりなど、既に近しいこと

をやっているので、それを新しくブランディングしてフィジカルＡＩオープン

イノベーションとするだけでも良いのかなと思っておりますので、そういう形

で表に出ていっていただきたいと思いました。

最後でございますけれども、評価書の中の行政経営分野、資料３の８６ペ

ージの成果指標として、「ＳＮＳ、ＹｏｕＴｕｂｅでの登録者数」と書いてあり

ますけれども、こちらは、若者だけではなく、産業プレーヤーについての広報

や技術戦略というところもぜひ発信していただきたいと思っております。現時

点での評価は、Ｃとなっておりますが、もちろん若者や観光もそうなのですけ

れども、今まで私が申したとおり、海外のＡＩスタートアップもそうですし、

ＮＶＩＤＩＡのような企業も、静岡でそういうことをやっているんだったら行

くよというように、まだまだ掘り起こせるところがあると思っております。ぜ

ひ発信というところを、英語もそうですし、産業分野で非常に面白いことを一

緒に実験できるのが、若しくは、ものづくりの非常に強いアセットがあるのが

静岡であるというところを発信していただきたいと考えております。

【南雲委員】

今、評価の在り方というのは、比較的網羅的にまとめ上げていくということ

で、ＫＰＩ体系ができたというところだと思います。私もこの仕事を３０年ぐ

らいやっているものですから、先読みをするような形で少し御助言というか、

発言させていただければと思うのですけれども、やり過ぎると、細かく細かく

分断していってしまう、要素還元をやり過ぎてしまうという問題があり、方法

論に埋もれてしまう時もあるんです。なので、幾つか、ここはこうしたほうが
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良いよというところを申し上げたいなと思っていますけれども、１点目は、冒

頭に鬼頭さんがおっしゃられたような、構造化をすることによって主観と客観

をちゃんとひもづけてストーリーにしていくというところがとても大切になっ

てくると思います。２つ目は、幸せってあなただからなの、それとも静岡県だ

からなのというような、コミュニティによるものと個人によるもの、両方ある

んですね。これも実は技術的には分解できるんです。そのような、県全体のも

の、市区町村のもの、コミュニティのもの、個人のものというのをある程度見

分けるような形にして、話がぐちゃぐちゃにならないようにするというあたり

も工夫ができるかなと思っています。３つ目は、加藤委員がおっしゃられたこ

とに少し関連ありますけれども、文化みたいな非財務のものも非常に価値があ

るというところの表現の仕方、場合によってはそれが財務効果を生むというこ

ともさっきおっしゃっておられましたけれども、このようなものも少し入れて

いったほうが良いかなと思っています。なので、ストーリーを作っていくこと、

それからコミュニティと個人、それから文化というような非財務のものの評価

の仕方、これについては少し工夫をしていくということに御協力させていただ

ければなと思っています。

その上で、先ほど冒頭申し上げたように、あまり技術論に埋もれないという

ことがとても大切だと思っていまして、静岡県にとって何が実は重要なのかと

いうところにもう一度戻ってくる、その視座の高さというものも大切で、あま

り技術論に埋もれることによって納得するというようなことをやってしまうと、

多分分断してきてしまうので、そこは避けたほうが良いですよということ。そ

れから、このような努力そのものが実はすごい価値を持つのではないかと。静

岡県の運営の一つの技法が高度化していくということにつながっていくと思っ

ています。昨年１１月に知事にはフィンランドに行っていただきましたが、海

外の国々も人口減少など、同じような問題を抱えているんですよね。そのよう

な国々との対話のツールとして、我々はこう考えて、こう測って、こんなスト

ーリーをつくったというところを使っていくと、ブラジルであるとか、お隣の

台湾であるとか、イノベーションであるならばオランダとか、そのような国々

との対話のツールとして我々の経験を生かしていくというような次の目線を持

つということが実はウェルビーイングの使い方としては非常に有効ではないか
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なと思います。

【及川委員】

介護福祉士をしております及川と申します。日本介護士会、それから静岡県

介護士会の相談役をしております。併せて、現場の１人の介護職としても働い

ています。

私からは、健康福祉分野についてお話しします。成果指標でＡ評価をいた

だいている認知症関連の取り組みについてですが（資料３：６２ページ、成果

指標②）、静岡県の取組は、私も日本介護士会の会長として様々な審議会等に参

加する際にも、資料として出てきたりしておりましたので、取組としてすごく

評価されているなということは感じておりました。そんなことを考えながら、

今また現場に戻りましてやっている中で、やはり圧倒的な人手不足です。本当

に足りなくて、他の地域でもそうですけれども、例えば訪問介護事業について

言うと、ヘルパーさんの不足により、その地域のヘルパー事業所がゼロになっ

た市町村というのが結構増えてきているんです。そのような現状で、これは介

護だけに限らず、医療・福祉全体に言えることで、本会議の前半でお話をして

いただいているところでもありますし、そのように私も受け止めているのです

が、私たちが支えているのは確かに高齢者ではあるんですけれども、その高齢

者と共に暮らしていらっしゃる、いわゆる生産人口と言われる方々の暮らしも

支えています。ご家族が、一生懸命仕事もしないといけないけれども、自分の

家族を介護するために離職するという状況があってはならないと思うのです。

特に中小企業では一人の離職が事業にも反映されてしまうので、この状況につ

いてだけは守らなければいけないと思って、私たちも頑張ってはいるのですけ

れども、やはり人材が足りません。介護保険サービスの保険者は市町になって

おりますので、市町の担当の方々は非常に頑張っていらっしゃると思うのです

が、本当に市町によって差があって、やはりサービスの内容も違っているわけ

です。もちろん財源と、人材の不足があり、人が足りなければ、やはりその中

で事業を運営していくというような状況が続いていくと言えるのではないかな

と思います。保険者が頑張っているとは思いますが、やはり県の指導というの

が大事になってくるのではないかなと思っています。例えば８０歳以上の人口
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がこれからますます増えていくということは人口推計で出ていますが、これは

いわゆる認知症の方が増えるということを意味しています。認知症のケアにつ

いては、皆さんも多分御存じだと思いますが、かなり難しいです。それから、

８０歳以上となると、終末期を迎えるということになっていきます。このこと

については介護も医療も大変です。その中で、人が足りない、だからできない

とは言っていられない。ですので、突然人が入ってくるわけはありません。そ

れは分かっていますが、サービスの質を担保だけは譲れません。人が足りない

からといって、質を下げるわけにはいかないのです。高齢者のＱＯＬを上げて

いこうと思って一生懸命私たちも頑張っていますが、これが低下してしまうと、

働いていらっしゃる現役世代の皆さんのＱＯＬも下がってしまうことを意味し

ます。ですから、本当に何かに力を入れてもらいたいと思うのですが、具体的

に私が何かをここでお話しするわけにはいきませんが、市町だけに委ねないで、

県としてやはり一つ一つの問題を考えていただきたいと思います。色々なこと

でお金を使っていらっしゃいますし、今回も交付金なども書いてありましたけ

ど、介護分野にもう少し使ってもらえないかな等、色々考える次第です。質の

低下は県民のためにもよくないと思いますので、そのためにも、どうか、市町

でできていない質の担保についても県の強力な御尽力と財政支援をお願いした

いと思うところです。

【大久保委員】

静岡県立大学の大久保と申します。私は観光が専門なので、資料３の４０ペ

ージを軸にお話をしたいと思います。

今日は評価の指標についてということでしたので、コメントをどうするべき

かと悩んでいたのですが、非常にシンプルに指標を絞っていただいたので、分

かりやすいことになって、逆に、これだけで言えるのかなというところもある

というジレンマを抱えながら今日こちらに参りました。延べ宿泊者数が減り、

評価はＤなのに、旅行消費額は増え、これがサステナビリティーに資するのか

というところがまず単純な疑問なのと、これは物価の上昇や人件費の上昇に伴

う売値の上昇が反映したのかなど、色々な分析がこの後必要なのかなとは思う

のですが、重要なのは、この旅行消費額が県民にちゃんと還元されているのか、
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また、それがちゃんと第一次産業まで浸透しているのかということがこれから

の課題なのかなと思いながら今日お邪魔しました。先ほどストーリーというお

話がございましたが、観光は色々な分野に関わっているものですから、例えば

先ほど申し上げた第一次産業で、県内で生産されたものを県内で調理・加工ま

でして、県内で消費していただく、旅行者に食べてもらうというような流れ、

ストーリーを作っていくことで、ようやく「観光」というキーワードが地域に

生かされるというか、地域に還元されて、地域で喜んでいただけるのではない

かなと思っておりますので、県民の観光に対する意識については、消費された

ものがちゃんと県内に浸透しているという、産業連関も含めてこれから分析が

必要だなと改めて思っております。

もう一つが、おいでになる観光客の立場でいきますと、例えば東京で食べた

ものと同じようなおいしいものが食べられたよではなくて、静岡県に来たから

こそ、静岡県の良さを感じて、それが移住促進につながるというようなこと、

将来的な、観光の二次目標みたいなところがあるのですが、現時点でＡ評価に

なっている県内移住者の増加というものがありましたが（資料３：４２ページ、

成果指標①）、これはおそらく、コロナ以前から取り組んでいる移住促進の成果

がようやく出てきているのかなと思います。「観光」というキーワードで何か指

標を作ろうとすると、１つは、県民に対しての調査だけではなくて、ワンバウ

ンドして、おいでになった方が増えるというような、県内で対策したものが外

に伝わって、それが還元されるという、ワンバウンドかけての指標の成果とい

う形になるので、時間のかかるものと、それから即効果の出るものと、二重に

あると思います。それらのバランスを取りながら、成果についてＰＤＣＡを回

していくということを検討していく必要があるなと考えております。

【小島委員】

ＣＳＡ不動産の小島です。私、不動産会社なんですけど、観光の分野でこち

らに呼ばれておりますので、そちらの話をさせていただきます。まず、静岡空

港のビジネスジェットを促進させる一つの方法の提案になります。県としては、

モータースポーツ、ゴルフ、ガストロノミー、こちらを海外の富裕層を呼び込

むための３つの重要コンテンツとして育てていくと。
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富士スピードウェイで開催されている「ＫＹＯＪＯ ＣＵＰ」という女性ド

ライバーだけでやるフォーミュラカーを使ったレース、これは世界でもとても

珍しく、２つしかないんです。今年、２０人のドライバーが参加しているので

すが、そのうち６人が海外から来ています。海外の女性ドライバーの憧れの場

所になっています。そのドライバーたちは、年間で５大会に加え練習会がある

のですが、年間１０回ぐらい、その都度、家族と一緒に飛行機で来ています。

リピーターと思っても良いのかなと思います。レースウィークは１週間ぐらい

続くので、準備の期間も合わせると１週間ぐらい泊まってくれるんです。海外

から来るドライバーというのは、お金を払って、このレースに私は出たいんで

すということで来ます。レース文化というのはヨーロッパとアメリカと日本が

レベルが高い。他の国では中々できなかった。自動車メーカーがあったから日

本はできているんです。ヨーロッパと同じレベルのレースをやろうと思ったら、

今、円安なので、日本でやると半分以下でできるんです。なので、こどもをレ

ーサーにしたい海外の親たちというのは、日本でレースをやらせたい。こうい

う親は世界にたくさんいます。ここはお客さんにできるのではないかと思って

います。モータースポーツというのは全てのスポーツの中で一番観戦にお金を

使うというデータも出ておりますし、まずはそういう方たちを呼んでくる。

それと、富士スピードウェイ、これも世界基準の器なので、ここを使い、日

本在住の大使や外資系企業の上層部、この方たちのコミュニティをそこで作っ

ていく。年５大会の大会で、富士スピードウェイの中にはそういう世界の超富

裕層を受け入れるだけの部屋が準備されております。そこをコミュニティガバ

ナンスの場として使い、そこでの情報交換は、今色々な情報が錯綜している中

で、信頼できる情報だということをうたい富裕層を呼び込んでいく。そのコミ

ュニティができてくると、文化・芸術や食など、色々なところに興味を持って

いる方なので、レースウィークというのは金土日、３日間あります。この３日

間を通じて、レースが行われていない時間に色々なものに興味を持っていただ

く時間、コミュニケーションを取る時間が十分あるんです。そのようなことを

利用して、他の県にはできないコミュニティがつくれるのではないかなと考え

ております。
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【小林委員】

小林です。私は今回新任ということで、６月から環境保全協会の会長を務め

ております。普段はチョコレート工場の工場長をやっております。

直近、中央リニアの新幹線に関する自然環境保全協定や地域振興に関する合

意をされたということで、うれしく思っております。静岡県で活動する企業・

団体として、しっかりと自然環境への影響を確認しながら前進していくという

県の姿勢を非常に真摯に受け止めました。

今回、まず客観指標関係ということで、特に環境保全協会として、環境・エ

ネルギー分野に少し目をやったのですが、先ほど前半戦でお話があったように、

なぜか環境の指標というのは現状値が見えていないものが多過ぎて、１０指標

のうち、今３指標しか数字が出ていない（資料２：１２ページ）。７指標は、令

和８年、９年、１０年あたりに出てくる、そうでないと見えないということで、

この指標がいわゆるＫＰＩだとしたら、やはりＫＰＩに設定するにしては少し

ずれたものがあるのではないかなという感じはしております。やはり、この４

年間の計画の中で一年一年進行を確認しながら、ＫＰＩの結果を見て、それに

対してＰＤＣＡを回すというようなお考えでしたら、もう少し再考しても良い、

又は、ＫＰＩとしてふさわしくないのであれば、何らか別のそれを補助する指

標に見直していただくことがあっても良いなと思っております。やはりこうい

う中期計画というのは、毎年毎年更新しながら、再考して、現状に合わせて次

の方策を練っていくものなんだろうなと思っております。

また、主観指標、幸福度について、日本一と書いてありますけど、４７都道

府県の中で一番という意味合いとは微妙に違うなということは理解しておりま

すが、そのようなところ、県民の方にも誤解をされないような形でうまく引っ

張っていただきたいなと思いますし、日本一になるというよりは、やはり、こ

ちらに住んでいる方が幸せを感じながら、ずっとここに住みたいとか、この県

に先があるんだよということを感じられるような県政につながっていったら良

いのかなと思っていますので、ぜひ本審議会の場でもそのような方向性を考え

ながら進めていただけたら良いなと思っております。
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【村山委員】

村山です。お願いします。まず最初に、評価書（案）の作成、皆さんどうも

ありがとうございました。それを見させてもらって少し気になったことなので

すけれども、私、専門が教育なので、こども・教育で言います。前半にも出て

いました、「大人や社会が自分の意見を聴いてくれていると思うこども・若者の

割合」が低いということなんですけど、それに対して、市町に「こえのもりし

ずおか」活用事例の共有などの横展開を図っていくという視点が書かれていま

す（資料２：１４ページ）。実際に「こえのもりしずおか」のプラットフォーム

の中をのぞいてみますと、令和７年度、結構たくさんトピックが立っているん

ですよね。ただ、その中身を見ると、「今度こういう政策をやりたいので皆さん

の御意見を聴かせてください」と書いてあるんですけど、最後の締めが、「皆さ

んどうも御意見ありがとうございました、この政策については３月にまとめた

いと思います」というので、聴いているけど、聴きっ放しというような書き方

になっていたりします。横展開の前に、まず、答えてくれた人に対してフィー

ドバックする必要があるのではないかと思ったわけです。実際にこちらのもう

一つの資料であります、政策の柱ごとの評価（資料３：５０ページ、Ｃ評価以

下の指標に対するコメント）にはちゃんとそのことを記載しているんです。せ

っかく政策の柱ごとの評価ではちゃんと大事なところを押さえてあるのに、総

括評価にそれが反映されていないというのは少しもったいないなと思って、見

られるかどうかは分からないんですけど、「こえのもりしずおか」に参加してく

れた若い人たちが例えばこの評価書（案）を見た時に、フィードバック全然書

いてないよね、今のまま横展開したいんですかというように思われると、少し

がっかりしてしまうと思うのです。せっかく良いことをちゃんと検討されてい

るので、県民の方、特に参加してくださった方が、「そうか、ちゃんと考えてく

れるんだ」と思えるような部分をうまく取り上げていただけるとありがたいな

と思いました。
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【原田委員】

原田と申します。子育てについて意見を述べさせていただきたいと思います。

こどもの意見反映というところで、成功体験の醸成について、私は２点ありま

す。

「こえのもりしずおか」を通じてこどもの意見を聴く先進的な仕組みを整え

つつあるんですけれども、重要なことは、聴くことそのものではなくて、自分

たちの意見によって社会や地域が変わったという成功体験をこどもたち自身が

実感できるかどうかというのがウェルビーイングにつながるのではないかなと

思います。なので、そのプロセスと結果をしっかりとこどもたちにフィードバ

ックして、社会の一員として認められているということをウェルビーイングに

つなげるという具体的な運用の強化を私は求めたいと思っております。

もう一点、地域における子育て支援の手厚さの実感向上についてですけれど

も、参考３の幸福度調査結果によると、「私の暮らしている地域では、子育て支

援、補助が手厚い」は５点満点のうち、平均が２.９９でした。平均が３.０を

僅かに下回っています。こうした指標が低い場合は、どうしても新たな金銭的

支援、子育て世代というのはやはり金銭的支援を求める家庭がすごく多いのは

確かなんですけれども、制度の拡充といった直接的な対応策に目が向きがちで

す。やはり行政の方々もそういうことを考えられると思います。東京都などは

支援がすごいので、やはりそれを見て、子育て世代はすぐそのような方向に走

るんですけれども、実際に私たちがアンケートを取ってみますと、支援や補助

の手厚さという言葉の意味を深く探っていく必要があるのかなとは思っていま

す。子育て世代が地域に求める手厚さや安心感とは、決して金銭的な給付とい

った経済的な側面だけを指すものではないと考えております。身近に豊かな自

然や公園があって、こどもたちが伸び伸びと安全に遊べる環境や地域の温かい

見守り、そして、そうした情報が必要な時にしっかりと手に入ること、こうし

たソフト面での充実もまた当事者にとっては極めて大きな手厚さの実感を構成

する要素だと考えております。例えば、浜松市に公園の遊具が２,４００基ある

んですけれども、そのうちの４００基が改修のために使用禁止になっています。

行政側としては、こどもの安全を守るための危険回避という当然かつ正当な理

由があるわけですけれども、その背景や理由が十分に伝わっていないために、
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市民からすると、せっかく公園に来たのに遊ばせられないという不満や落胆に

つながって、子育ての満足度やウェルビーイングを損なう要因になってしまっ

ています。ここに、安全管理を行う行政側の理屈と理由を知らない市民の実感

との間に大きな隙間が生じています。この隙間を埋める鍵こそが、丁寧かつ、

迅速な情報発信だと考えております。なぜ使えないのか、いつ直るのか、代わ

りにどこで遊べるのかといった納得感のある情報が届くだけでも、市民の受け

止め方というのは、不満から安心、期待へと変わります。本県でも、全国に誇

るべき高いポテンシャルを持った豊かな子育て支援が豊富に存在しています。

だからこそ、行政情報が単なる羅列にとどまらずに、こうした行政と県民との

間の隙間を丁寧な情報発信で埋めていくこと、そして、本県の持つ質の高い資

源や地域の温かさがしっかり当事者に届いて、日々の安心感につながるような、

多角的な視点での情報発信と環境整備を推進していただくことを県においても

期待したいと思います。

【小村委員】

常葉大学の小村でございます。１期２年の任期が満了という形になりまして、

私がこういう場にいるのは今日が最後でございますので、そのことも少しかみ

しめつつお話しさせていただければと思います。

お話を色々と伺っておりまして、やはり、この場にいるということ、総合計

画の審議会の委員の役割って一体何なんだろうかとずっと考えておりましたが、

私は防災の人間で、３８年生になるということがあり、先ほど西村委員が「明

るい未来」という表現をおっしゃいましたけれども、私の役割は多分、暗い未

来をどう防ぐかということにあるだろうなと思いつつ、少し話をさせていただ

きたいと思います。

資料３の４６、４７ページの社会インフラのところを見ながら聞いていただ

くと、この話がイメージできるかなと思います。ウェルビーイングというコン

セプトについて、この場で色々と学ばせていただきました。中々興味深く、学

ぶべきものがあるなと思っております。２つ、私にまだ分からない点がござい

ます。１つは、お金が回るところは良いのですが、地域性への配慮というのが

どこまでいくのだろうか。そして、災害時においてどれだけ機能し得るかとい
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う、そこへの配慮がどういう形で現れるのだろうか。これは、前回、前々回も

お話しした話ですけれども、気になっているところでございます。災害時の主

観的な幸福は、今の話ではなく災害時の話ですので、中々分かりません。ただ、

客観的なものでどうなるんだろうかというようなことについては多少の議論が

できます。防災人としては、災害はその地域が元々抱えていた問題点をあから

さまにする、災害はその地域が元々抱えていた傾向を加速化する、そういう表

現がございます。何が気になっているかというと、労働人口減少社会において、

かつ広域での多発災害においてどうなるか。私の前職の防衛省の陸上自衛隊員

は実員１３万人を切りました。そういう時代になっております。南海トラフ地

震の重点受援県は約２,０００万人弱です。どうすれば良いんだろうと考えると

すると、今から何をやっておいてその日に備えるかという話になるかと思いま

す。社会インフラの長寿命化についての議論はありますけれども、私としては、

やはり健全な排せつ環境についてのこだわりを１つ持ち、皆さんにお持ち帰り

いただきたいなと思っております。この場にいらっしゃるのは長期計画、総合

計画に携わる方々ではもちろんありますけれども、同時に、県の幹部として、

また関係機関の幹部という形で、他の方に比べて影響力を持ち得る方々だと思

っています。そういう方々であればこそ、明るい未来を考えるだけではなくて、

暗い未来をどうやって避けるかということも大きなテーマにならざるを得ない。

今の問題ではないから幸福を語れないけれども、私たちは、様々な状況下での

下水の状態を見てきた。例えばそれを一つの指標として物を考えていき、予定

されている南海トラフ地震に耐えられる県土をつくっていく、そういう課題を

改めてお考えいただければというのが、私からでございました。

【朝倉委員】

ようやくワールドカップサッカーが終わりまして、眠い毎日を過ごさずに済

むなとほっとしていたところです。今、高校野球が始まっていまして、今日も

タイブレークで母校が勝ったということでわくわくしているところでございま

すし、同じように球場に来ていただけるような年配の方などに対しても、スポ

ーツの場を借りて、まさにウェルビーイングを実現するための幸せ、豊かさ、

楽しみ、健康というところに貢献できているのではないかなと思っています。
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資料３の７２ページ、７３ページ、「暮らし・文化」のところに「スポーツの

振興」があります。私もスポーツ協会の代表として来ておりますので、県と連

携して、県民の広くスポーツを推進していくという立場から、この評価がＡと

いうことをありがたく思っております。令和９年度にはマスターズが静岡で開

催されるということで、また県の担当部局と連携して、できるだけ多くの方に

も発信していく必要があろうかと思っております。併せて、高体連の会長もし

ておりまして、令和９年には東海、令和１０年には全国大会が本県で開催され、

併せて全国の中体連の大会が本県で開催される予定でございます。教育委員会

の支援を得ながら進めていきつつ、７３ページの「（２）スポーツによる地域と

経済の活性化」にも貢献しつつ、やはりこどもたちが将来夢を持って生活でき、

進学していけるよう進めてまいりたいと思っております。

一方で、公立高校の校長という立場もございまして、やはり少子化というの

は本当に深刻です。先ほど、夢を持っている生徒が高校生で８割ぐらいいると

いうことを聞いて、うれしい反面、少し驚いたんですけれども、こういう施策

は、核となる、目玉となるような施策は多くあるんですけれども、やはり、そ

の下に多くの高校生、中学生、小学生がいて、その子たちが希望を持って学習

に取り組み、将来、静岡に戻ってくる、又は世界で活躍するという環境を作っ

ていくことが私たちの仕事かなと思っているところでございます。

【山田企画部長】

それでは、少しコメントをさせていただきたいと思います。

まず、松本委員には県誕生１５０周年、松村北斗さんの話に少し触れていた

だきました。松村北斗さんは島田市の出身ということで、非常に静岡県に対す

る愛を持っていらっしゃる方で、発信力にも期待をして起用させていただいた

ところです。また、良いことを発信して人材の確保につなげていくというのは

大変そのとおりだなと思っております。静岡県の魅力を高めていき、それをま

たしっかり発信することでそのようなことにつなげていければと思います。

光安委員からは、６６ページのやさしい日本語の指標が今、「－（バー）」に

なっていると御質問をいただきまして、こちらにつきましては、これから公表

するということで、公表時期になりましたら数値を記載していきたいと思いま
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す。

また、新しい外国人の問題、高齢化の問題であったり、新しい外国人のコミ

ュニティができていく、外国人の意見をもっと取り入れるべきというような御

意見いただきました。全くそれもそのとおりだなと思いますし、現在、外国人

の実態調査を今年度しっかりやっていこうということで、特に後半部分ではコ

ミュニティに聞き取り調査もやっていこうということで、直接外国人の方の声

を聴き、それを分析して、来年度以降の施策に反映していきたいと考えており

ますので、また御意見をいただければと思います。

西村委員からは、英語の発信をしっかりやったほうが良いのではないかとい

うような御提案もいただきました。また、フィジカルＡＩオープンイノベーシ

ョンやＳＮＳについても産業分野の発信をということで、色々な御提案をいた

だいたところでございます。こうした御提案の趣旨を踏まえまして、またしっ

かり施策の改善に生かしていきたいと思います。

南雲委員からは、評価の体系であったり、色々御指導いただきました。引き

続き御指導いただきながら私どもは進めていきたいと思います。よろしくお願

いいたします。

及川委員からは、現場の人材不足ということに触れていただきました。やは

り市町によっても差があるということで、県と市町でしっかり連携して進めて

いくことが大事だと思っております。そうした視点で進めていければと思いま

す。

大久保委員からは、観光面でこれから分析が重要だと御意見をいただきまし

た。しっかりこれから色々な分析を進めまして、効果的な施策の展開につなげ

ていきたいと考えております。

小島委員からは、富士スピードウェイを活用してということで、コミュニテ

ィをつくったりと、興味深い御提案をいただいたと思います。また担当部局で、

そのような御意見も踏まえまして施策を研究していきたいと思います。

小林委員からは、指標の見直しについて御指摘をいただきました。こちらに

つきましては、先ほども少し触れましたけれども、できる限り評価の時期の見

直しであったり、指標についても進めていく中で検討していきたいと考えてお

ります。
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村山委員からは、「こえのもりしずおか」が聴きっ放しで、フィードバックが

必要という御意見をいただきましたが、こちらについては評価書の記載を見直

したいと考えております。

原田委員からも、「こえのもりしずおか」のフィードバックについて、もう少

し強化していただければということで御提案をいただきました。そのような御

趣旨も踏まえまして、施策の改善につなげていきたいと思います。

小村委員からは、暗い未来を避けるということで色々な御示唆をいただきま

した。安心感を持つということは、やはり幸福感、ウェルビーイングにもつな

がるものと考えておりますので、そのような事前防災の観点をしっかり据えま

して、県民の安心感につなげていければと思っています。

最後に、朝倉委員からは、こどもの環境の関係や今後の大会開催について色々

御示唆をいただきました。御意見を踏まえながら、施策の改善につなげていき

たいと思います。

【岸田会長】

本日は、皆様から本当に貴重な御意見を多数いただきました。本当にありが

とうございました。この他にも皆様、御意見は色々あるかと思いますけれども、

少し時間が来てしまったので、本日はこれで終了とさせていただきたいと思い

ます。

なお、御意見がある場合につきましては、事前送付しております「総合計画

審議会に係る意見」に御記入いただき、事務局宛てに御送付いただければと思

いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

また、事務局におきましては、本日色々御意見をいただいたと思います。先

ほどその全体をお話しいただきましたけれども、ぜひ十分に皆様の御意見を踏

まえまして総合計画を推進していただきたいと思いますので、どうぞよろしく

お願い申し上げます。

なお、先ほど少し事務局からもお話がありましたけど、ＰＤＣＡサイクルを

回すために、指標の考え方というものもあったかと思います。もし今後、審議

会として判断を要する点が生じた場合につきましては、大変申し訳ございませ

んけれども、私に一任をしていただいて進めていきたいと思うのですけれども、
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そのような形で進めさせてもらってよろしいでしょうか。

（「異議なし」の声あり）

【岸田会長】

ありがとうございます。それでは、もしそのような形で審議会として判断が

必要だという点につきましては、事務局と私とで判断をさせていただきたいと

思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

なお、来月をもって審議会委員の今期の任期が終了し、次回からはまた新た

なメンバーで審議していただくことになるという形でございます。委員の皆様

には、これまで審議に当たっていただきまして、多大な御尽力を賜りましたこ

と、改めまして深く感謝申し上げます。誠にありがとうございます。

また、本日は長時間にわたり熱心に御審議をいただき、また、議事の進行に

つきましては、本当に３分ということで非常に厳しいことを言ってばかりで申

し訳ございませんでしたけれども、全員の方に御意見をいただくことができま

した。本当によかったと思っております。これも皆様の議事進行への御協力を

いただいたおかげだと思っております。誠にありがとうございます。

４ 閉会

【司会（花嶋企画課長）】

ありがとうございました。本日皆様からいただきました貴重な御意見をしっ

かりと受け止め、計画を推進してまいります。

それでは、以上をもちまして、令和８年度静岡県総合計画審議会を閉会いた

します。本日は誠にありがとうございました。

―― 了 ――


